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P h 1 5  D e v e l o p m e n t  T e a m 
背景と目的 

 背景：ヨーロッパ・北米では、暖房負荷を限りなくゼロに削減するた
めの木質系の超高断熱・高気密外皮設計技術が進展・普及。 

 目的：日本の蒸暑気候に対して、室内温熱快適性を担保した上で、昼
間最大負荷を抑えた外皮＋空調設備の統合省エネルギー技術を開発。 

 外皮の断熱・気密性能により冷・暖房負荷を可能な限り削減、 

 潜熱蓄熱材を活用して負荷変動を抑制，エネルギー使用を平準化。 

 導入技術： 

 建物熱・湿気性状の数値予測を用
いた外皮性能設計法、 

 室内側気密可変透湿膜を活用して
外皮構成を調整、 

 高性能熱回収換気システム、 

 外皮吸放湿性能を活用した潜熱負
荷の平準化、 

 無機系潜熱蓄熱材の利用。 

 

 

 

 期待される効果： 

 冷・暖房エネルギー消費と温室効
果ガス排出の劇的削減、 

 外皮内部の湿気性状改善と耐久性
能向上、 

 夏期の除湿・冷房負荷抑制、 

 室内温熱快適性の安定維持、 

 地場産業の活性化と国内製品活用
による内需拡大。 
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P h 1 5  D e v e l o p m e n t  T e a m 
技術開発の概要 

 無機系潜熱蓄熱材や気密可変透湿膜を木質系超高断熱外皮に組み込み、熱
回収換気システムと組み合わせ、数値・実験両面から建物の熱・湿気性能
を調整し、冷・暖房・除湿負荷が最小・平準化する組み合せを探り出す。 
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樹脂サッシ（国産） 
U=1.23 (W/m2K） Ａ．外皮構成の創造 

・冷・暖房外皮負荷削減 
・室内温熱環境安定化 
・湿度変動の抑制 

Ｂ．高性能熱回収換気 
・冷・暖房外気負荷削減 
・室温平準化 
・湿度変動の抑制 

Ｃ．無機系潜熱蓄熱材料 
・冷・暖房負荷変動抑制 
・室内温熱環境安定化 

ブラインド
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自立循環型住宅 評価 
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P h 1 5  D e v e l o p m e n t  T e a m 

 外皮構成の開発 
 自然エネルギーを活用した冷房・除湿負荷の削減

可能性について、高精度で必要十分な数値的検討
を容易に実現， 

 木質系超高断熱壁体に無機系潜熱蓄熱材料や気密
可変透湿膜を組込み、高効率な熱回収式第１種換
気システムと統合して、相変化温度付近の熱容量
と吸・放湿性能を最大限活用、 

 冷房・除湿負荷の抑制可能性が検討可能となる。 

 外皮＋空調・換気システムの複合 
 各要素技術は、最近の開発技術を背景に持ち、個

別では高性能を保有、 

 追加フィルタによる放射性塵埃除去及び、熱回収
のエンタルピー制御 

 しかし、各々を組み合わせて建物を構成し、各要
素技術が相補的に融合して、建物の性能を最大化
するには、調整する余地が十二分にある。 

 

 外皮内熱・湿気性状、室内温熱快
適性と空調エネルギー消費の数値
予測・設計法を開発 
 従来型高断熱・高気密住宅の開発・設計は、外皮

や建物全体の熱性能に着目した予測・計画が一般
的、 

 断熱・気密レベルが向上すると、断熱欠損部分や
開口部と外皮の接合部、外壁と屋根の接合部など
の断熱材や気密層、透湿防水層の不連続によって
思わぬ熱橋部が出現、 

 気づかぬうちに内部結露が進行して、建物や建築
部材の耐久性を阻害する危険性を秘めている、 

 本技術開発では、上記の危険性を事前に予測し、
問題点を解決すると共に、総合的な性能向上を実
現する。 

 潜熱蓄熱空調の開発 
 制御ロジック改良と、微小負荷にも効率的に対応

可能なシステム調整。 

技術開発成果の先導性 
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新基準FprEN779:2011のフィルター性能階級 エンタルピー制御機器 

⬅給気：F7 



P h 1 5  D e v e l o p m e n t  T e a m 
実用化・市場化の状況と技術開発の効率性 

 超高断熱・高気密住宅（パッシブハウス）はド
イツではパッシブハウスが急速に普及しつつあ
り，技術水準は実用域に。蒸暑期のある日本の
気候では検討・工夫が必要。 

 気密透湿可変膜はドイツで開発された製品。日
本の蒸暑気候に対する有効性を検証。 

 顕熱回収換気システムはスウェーデン製の高効
率な機器が存在し、高温・多湿な日本の夏期気
候に対する活用技術を開発。 

 PCMの蓄熱性能は既に検証が完了。従来の断熱
レベルの建築物に関しては空調システムとの組
合せ実績。高性能外皮を有する小規模住宅で冷
暖房負荷の積算量削減，ピークシフト，負荷平
準化と熱的快適性の確保に効果があると考え、
実大実験で検証。 

 技術開発の効率性：実大性能検証から数値予測
法を調整し汎用数値設計法を確立､施工法も実物
検証した点。 
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P h 1 5  D e v e l o p m e n t  T e a m 
技術開発に関する結果(緊急に求められる成功点) 

 建物における使用エネルギーの削減 

 超高気密＋熱回収換気システム＝放射性物質除染 

 建物内での温熱快適性の安定確保 
 
 
 
 
 
 
 
 

 建物外皮の耐久性向上 
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技術開発に関する結果(成功点の詳細) 
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熱回収換気装置に付加した計測・制御系統 熱回収換気装置の冬期の動作状況 

熱回収換気装置の夏期の動作状況 

    設置住戸 

項目 単位 
実験棟 

(OA 用) 

木造改修戸

建(OA 用) 

RC 新築戸

建(OA 用) 

木造新築戸

建て(OA用) 

木造新築戸

建(RA 用) 

所在地   
さいたま市

見沼区 

さいたま市

西区 
成田市 さいたま市北区 

測定装置 - LB-200 LB-200 LB-200 LB-2045 LB-200 

供試体線量 Bq/kg 7927 13471 11613 145637 38913 

供試体質量 g 27 31 43 28 31 

線量測定値 Bq/ｌ 123 240 287 0 4021 

測定誤差 Bq/l 26 29 24 313Bq/kg 38 

濾過総線量 Bq 792.7 1347.1 1161.3 14563.7 3891.3 

使用開始日   2011/05/16 2011/04/18 2011/08/22 2011/03/15 2011/03/15 

使用終了日   2012/01/06 2011/10/15 2012/01/31 2012/03/01 2012/03/01 

線量濾過率 mBq/m3 1.133  1.114  1.333  21.549  2.879  

Cs-137 の吸

引摂取率 

μ

Sv/Bq 
0.039 0.039 0.039 0.039 0.039 

一人当たり

の期間吸引
被曝線量低

減量 

μ Sv/人 0.156  0.117  0.126  4.437  0.593  

一人当たり

の年間吸引

被曝線量低

減率 

μ Sv/人

/年 
0.242  0.238  0.285  4.601  0.615  

 

熱回収換気装置の濾過放射線量測定結果 
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技術開発の完成度，目標達成度と残された課題 

 助成終了後も，平成25年3月末まで計測を継続し，計3
年超の詳細実験データを蓄積。 

 平成25年5月からは､賃貸居住状況に備え屋内熱・湿気
環境の基本性能をモニタリング中。 

 平成25年5月には､スウェーデンの低エネルギー消費住
宅と熱回収換気システムを視察し､本技術開発のコスト
効率改善に向けて情報収集・検討中。 

 残された課題：新築・改修住宅のエネルギー性能に対す
る顧客の要求レベルは最近上昇傾向。本技術開発成果に
対する追い風と言えるので，各要素技術のコスト効率改
善による市場競争力の向上が可能なら普及は難しくない
と想定。建築工程の高効率化等を含む改善策の試行が急
務。 
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●埼玉県さいたま市 Ｏ邸 
 平成25年6月完成 
 木造2階建125.52㎡ 
 居住人数 大人2名 幼児1名 
 屋根断熱 GW充填200㎜ 
 
 外壁断熱 EPS外50㎜+GW充填100㎜ 
 基礎断熱 EPS外50㎜ 
 窓開口  ペアガラス（Low-E） 
 換気装置 REC400S-EC (W/m2K） 

●Sweden Gothenburg市 
 低エネルギー消費住宅 
 平成25年５月撮影 
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今後の見通し 

 東日本大震災の後遺症もあり、エネルギー使
用量削減は緊急課題、 

 停電時にも室内環境を健全・快適に維持する
技術需要が急増、 

 室内温熱快適性を担保した、省エネ・高耐久
性能の提供は急務、 

 将来需要を考慮し小規模住宅の実物試験体を
建設して実測検証、 

 技術普及を視野に入れて体感展示施設として
も活用、 

 着実な需要増加：講演会・見学会の開催、マ
スコミの取材＊1～10 

 内需拡大促進：在来木造軸組工法を前提に地
場建材を採用し、国産の機器を最大に活用で
きる組合せを模索して試験家屋を建設、 

 実測による長期性能検証の継続､ 

 市場での実際需要は、本技術開発が確立した
超高断熱・高気密住宅よりは少し下のグレー
ドの価格帯に有ると想定。平成25年5月のス
ウェーデン視察ではこれを確信。 

 確立した設計・施工手法は､昨今開発が急がれ
ているネットゼロエネルギー住宅に直ぐに応
用出来る状態に有る。 
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